
■平成26年度
　曽爾村消防団入退団式
　4月27日（日）平成26年度入退団式
が、曽爾村振興センターで開催されま
した。
　写真は退団者西田孝彦さん
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４
月
27
日
（
日
）
平
成
26
年
度

曽
爾
村
消
防
団
入
退
団
式
が
曽
爾

村
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
芝
田
村
長
よ
り
退
団
者
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
、
団
長
よ
り
新
分
団

む
ら
の

む
ら
の
話
題
話
題

長
、
新
入
団
員
の

皆
さ
ん
に
任
命
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
新
入

団
員
を
代
表
し

て
、
第
１
分
団 

南

善
夫
さ
ん
が
住
民

の
生
命
と
財
産
を

守
り
忠
実
に
消
防

の
義
務
を
遂
行
す

る
と
の
宣
誓
を
行

い
ま
し
た
。

平
成
26
年
度

　
曽
爾
村
消
防
団
入
退
団
式

団　　長　　德田　守
副 団 長　　佐伯和美
　　　　　　山縣　徹
　　　　　　北畠達也
分 団 長　　第１分団　鳥井寛史
　　　　　　第２分団　田合利文
　　　　　　第３分団　木治典彦 
新入団員　　第１分団　南　善夫
　　　　　　第１分団　廣野正人
　　　　　　第１分団　西田大介
　　　　　　第２分団　青山大輔
　　　　　　第２分団　秋山大輔
　　　　　　第２分団　笹田　翔
　　　　　　第３分団　中　健司
　　　　　　第３分団　木治靖英
退 団 者　　西田孝彦（第１分団）
　　　　　　北出方士（第３分団）
　　　　　　谷口敏也（第３分団）

（敬称略）

火災を発見したときや病気やけがで救急車
が必要なときは119番で通報して下さい。
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平
成
26
年
第
１
回
曽
爾
村
議
会
定

例
会
は
、
３
月
13
日
か
ら
同
月
25
日

ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

25
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
は
、
平
成
26
年
度
施
政

方
針
に
基
づ
く
事
業
や
新
規
事
業
な

ど
当
初
予
算
を
審
議
す
る
重
要
な
議

会
で
す
。

 　
３
月
13
日
（
木
）
午
前
９
時
30

分
か
ら
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
会
期

決
定
が
な
さ
れ
た
後
、
芝
田
村
長
よ

り
平
成
26
年
度
の
施
政
方
針
を
、
尾

上
教
育
長
よ
り
教
育
方
針
が
述
べ
ら

　
暖
か
い
日
が
続
き
、
す
っ
か
り

春
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
日
は
２
才
児
、
３
才
児
、
４
才

児
、
５
才
児
で
散
歩
に
出
か
け
、

た
く
さ
ん
の
春
を
感
じ
る
事
が
で

見てみて～
テントウムシ
つかまえたよ～♪

満開の桜の木の下で
ハイポーズ!!

アリさんのお家
　みつけたよ～☆

き
た
よ
う
で
す
。
タ

ン
ポ
ポ
、
テ
ン
ト
ウ

ム
シ
、
桜
な
ど
を
見

つ
け
る
た
び
に
大
喜

び
!!
こ
れ
か
ら
も
自

然
い
っ
ぱ
い
の
曽
爾

村
で
た
く
さ
ん
の
発

見
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

総
額　
25
億
３
，
０
７
０
万
円

（
一
般
会
計　
16
億
４
，
７
０
０
万
円
）

（
特
別
会
計　
８
億
８
，
３
７
０
万
円
）

平
成
26
年
度
当
初
予
算
可
決

（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

第
１
回 

定
例
会

３
月
13
日
～
３
月
25
日
（
13
日
間
）

芝
田
村
長
の
施
政
方
針 

（
要
旨
）

春
の
散
歩
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れ
ま
し
た
。

① 

幹
線
道
路
の
整
備
・
促
進

・
県
道
名
張
曽
爾
線
の
改
良
整
備
促

進② 

産
業
の
育
成

・
経
営
体
育
成
支
援
。
新
規
就
農
者

の
育
成

・
施
業
放
置
林
の
整
備
、
里
山
再
生

事
業
に
よ
る
広
葉
樹
林
等
へ
の
樹

種
転
換

・
観
光
産
業
の
更
な
る
躍
進

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

し
た
元
気
な
集
落
支
援
事
業
に
よ

る
六
次
産
業
化
の
推
進

③ 

保
健
福
祉
の
推
進

・
高
齢
者
等
の
移
動
支
援
事
業
の
推

進
・
健
康
で
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
構

築④ 

生
活
基
盤
と
防
災
体
制
の
整
備

・
簡
易
水
道
事
業
の
早
期
完
成

・
地
積
調
査
事
業
の
推
進

・
ふ
き
あ
げ
斎
場
の
修
繕
維
持

⑤ 

ひ
と
づ
く
り

・
複
式
学
級
の
解
消

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
推
進

⑥ 

定
住
促
進
の
取
り
組
み

・
奨
励
金
制
度
の
周
知
に
よ
る
若
者

の
定
住
促
進

・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実

①
「
豊
か
な
心
や
感
性
を
は
ぐ
く
む

教
育
の
推
進
」

・
人
権
尊
重
の
教
育
を
充
実
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
豊
か
な
心
を

育
む
社
会
体
験
や
自
然
体
験
、
交

流
学
習
な
ど
の
学
習
の
機
会
を
充

実
し
ま
す
。

②
「
確
か
な
学
力
の
向
上
と
個
性
の

伸
長
」

・
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
を
確
実

に
身
に
付
け
さ
せ
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
の
学
ぶ
意
欲
や
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
の
資
質
・
能
力

を
育
成
し
ま
す
。

③「
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
」

・
子
ど
も
に
基
本
的
な
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
運

動
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
ま

す
。

④
「
ふ
る
さ
と
の
よ
さ
を
誇
れ
る
教

育
の
推
進
」

・
地
域
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
中
で
よ

り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
進
ん
で
参

加
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
る
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
「
安
心
と
、
魅
力
・
活
力
の
あ
る

学
校
教
育
の
推
進
」

・
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

⑥
「
生
涯
学
習
環
境
の
整
備・充
実
」

・
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
と
人
権
を

尊
重
す
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
お
し

て
人
権
教
育
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

・
多
様
に
学
ぶ
学
習
機
会
の
充
実

□
曽
爾
村
安
心
安
全
の
村
づ
く
り
基

金
設
置
管
理
及
び
処
分
に
関
す

る
条
例
の
制
定

・
村
県
民
税
の
均
等
割
に
そ
れ
ぞ
れ

五
百
円
を
加
算
す
る
臨
時
特
例
措

置
が
平
成
35
年
ま
で
の
十
年
間
行

う
地
方
税
法
の
改
正
に
併
せ
、
加

算
さ
れ
た
均
等
割
額
を
有
益
に
活

用
す
る
た
め
基
金
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
若
者
定
住
促
進
住
宅
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
太
良
路
若
者
定
住
促
進
住
宅
の
整

備
に
伴
い
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

□
曽
爾
村
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
設
立
に
伴

い
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

□
曽
爾
村
一
般
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
平
成
19
年
給
与
構
造
改
革
に
伴
う

昇
級
抑
制
回
復
す
る
た
め
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
社
会
教
育
委
員
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

□
曽
爾
村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
消
費
税
率
の
改
正
に
伴
い
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
乳
幼
児
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
乳
幼
児
の
医
療
費
を
無
料
と
す
る

た
め
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

主
な
議
案
と
審
議
結
果

■
条　
例

教
育
方
針 

（
要
旨
）

６
つ
の
公
約

重
点
施
策
に
取
り
組
む
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□
曽
爾
村
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
子
ど
も
の
医
療
費
を
無
料
と
す
る

た
め
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

□
曽
爾
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生

活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
の
改
正
に
伴
い
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

□
曽
爾
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責

任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

の
改
正
に
伴
い
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

（
そ
の
他
の
議
案
）

□
曽
爾
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

□
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
□
決
議

・
奈
良
県
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

を
！
中
間
駅
の
早
期
決
定
を
求
め

る
決
議

□
平
成
25
年
度
曽
爾
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
８
９
，
９
６
６
千
円
を

増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
，
３
８
８
，

７
３
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
減
債
基
金
の
積

立
金
の
増
加
、
公
的
施
設
の
耐
震

改
修
事
業
の
増
額
、
そ
の
他
不
用

額
の
減
額
を
す
る
も
の
で
す
。

□
平
成
25
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

・
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予

算
　
　

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
８
，

４
１
３
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

２
６
２
，
７
１
７
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

・
既
定
の
直
営
診
療
所
施
設
勘
定

の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら
３
，

７
１
０
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

１
６
１
，
６
８
４
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
　

主
な
内
容
は
、
事
業
勘
定
で

は
療
養
給
付
費
の
減
額
と
そ
の
他

不
用
額
の
減
額
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
　
直
営
診
療
施
設
勘
定
で
は
、
投

薬
の
増
加
に
よ
る
医
薬
品
衛
生
材

料
費
の
増
額
、
人
件
費
等
の
不
用

額
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

□
平
成
25
年
度
曽
爾
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
１
，
７
６
１
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
２
１
４
，
１
３
０
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

  　
主
な
内
容
は
、
入
札
差
金
及
び

不
用
額
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

□
平
成
25
年
度
曽
爾
村
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

・
償
還
推
進
助
成
事
業
補
助
金
の
交

付
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
項

目
間
を
補
正
す
る
も
で
す
。
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
１
２
５
，

７
４
１
千
円
で
す
。

□
平
成
25
年
度
曽
爾
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
３
，

１
２
３
千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

２
５
０
，
４
６
３
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
要
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
等
を
増
額
補
正
す
る
も

の
で
す
。

□
平
成
25
年
度
曽
爾
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
５
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ

ぞ
れ
２
９
，
２
４
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
個
別
検
診
委
託

料
の
不
用
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

□
人
事
案
件 

　
・
曽
爾
村
教
育
委
員
会
委
員  

　
　
井
作　
謙　
氏
（
太
良
路
） 

　
条
例
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
、

平
成
25
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

補
正
予
算
、
そ
の
他
議
案
、
人
事
案

件
は
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
結
果

■
補
正
予
算
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「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
方

②
身
体
上
疾
患
が
あ
る
等
の
理
由

い
る
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
が
窓

口
と
な
り
ま
す
。

○
利
用
料
金
は
、
設
置
月
の
翌
月

か
ら
月
額
３
０
０
円
（
３
ヵ
月

分
９
０
０
円
を
口
座
引
き
落
と

し
の
前
払
い
）
で
す
。

○
回
線
使
用
料
（
電
話
回
線
の
基

本
料
金
）
や
移
転
費
用
は
利
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
報

等
の
通
話
料
は
無
料
で
す
。

○
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
固
定
電
話
が
必
要

で
す
。

※
設
置
に
あ
た
り
、
近
隣
の
２
人

の
協
力
員
が
必
要
で
す
。

※
希
望
さ
れ
る
場
合
や
内
容
に
つ

い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　
曽
爾
村
役
場
住
民
生
活
課

 
（
☎
９
４-

２
１
０
２
）

○
緊
急
通
報
（
24
時
間
３
６
５
日

体
制
）

・
緊
急
時
や
異
常
事
態
の
通
報

に
、
看
護
師
・
保
健
師
を
は
じ

め
と
す
る
経
験
豊
か
な
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
素
早
く
的
確
に
対
応

し
ま
す
。

○
健
康
・
医
療
相
談
（
24
時
間

３
６
５
日
体
制
）

・
健
康
・
医
療
・
栄
養
・
看
護
・

福
祉
な
ど
に
関
す
る
幅
広
い
ご

相
談
に
看
護
師
・
管
理
栄
養
士

な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
き
め

細
か
く
お
応
え
し
ま
す
。

○
月
１
回
の
お
伺
い
電
話
（
お
元

気
コ
ー
ル
）

・
お
気
軽
に
通
報
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
毎
月
１
回
ご
利
用
者

に
お
電
話
し
ま
す
。
健
康
状
態

や
通
報
装
置
の
チ
ェ
ッ
ク
と
と

も
に
通
報
の
練
習
も
し
ま
す
。

※
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
曽
爾
村
が
委
託
契
約
し
て

に
よ
り
、
日
常
生
活
を
営
む
上

で
常
時
注
意
を
要
す
る
状
態
に

あ
る
方

③
高
齢
者
の
夫
婦
２
人
世
帯
の
方

④
日
中
、
独
居
に
な
る
方

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

に
、
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き

は
、
厚
生
年
金
（
ま
た
は
共
済
年

金
）
か
ら
国
民
年
金
へ
の
変
更
の

届
出
が
必
要
で
す
。

　

会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
も
、
国

民
年
金
へ
の
変
更
の
届
出
が
必
要

で
す
。

※
退
職
と
同
時
に
会
社
員
（
ま
た

は
公
務
員
）
の
配
偶
者
に
扶
養

さ
れ
る
場
合
は
、
配
偶
者
の
勤

務
し
て
い
る
会
社
（
ま
た
は
共

済
組
合
）
へ
の
届
出
が
必
要
で

す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

曽
爾
村
役
場
住
民
生
活
課

　
（
☎
９
４-

２
１
０
２
）

　
も
し
く
は
桜
井
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
７
４
４-

４
２-

０
０
３
３
）

国
民
年
金
の
届
出
が

必
要
で
す
！

● 
お
知
ら
せ 

●

▲イメージ図はあんしんセンターより提供

ご利用者様

消防署

連絡・相談 確 認出 動

急病

必要に応じて出動要請
協力員

必要に応じて確認依頼あんしんセンター

在宅
確認

■緊急通報サービスのしくみ

■緊急通報装置

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
で
、
急
病
や
災
害
時

の
緊
急
時
に
24
時
間
体
制
で
緊
急
通
報
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
迅
速
に

救
護
要
請
が
で
き
る
「
緊
急
通
報
装
置
」
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま

す
。

対
象
者

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

利
用
料
等
に
つ
い
て

お
問
い
合
わ
せ
先
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軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を
５
月

９
日
に
、
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

を
５
月
12
日
に
発
送
し
ま
し
た
。
お

近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
役
場
税
務

課
で
、
６
月
２
日
（
口
座
振
替
日
６

月
２
日
）ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
、
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

○
心
身
に
障
害
が
あ
る
方
の
減
免
に

つ
い
て

　
次
に
該
当
す
る
方
は
、
納
税
通
知

書
が
届
い
て
か
ら
５
月
27
日
ま
で
に

申
請
す
る
と
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
ま
す
。

１
．
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
ま
た
は

使
用
し
て
い
る
方
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
（
要
件

に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
税
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

２
．
そ
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
害
者

等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
軽
自
動
車
等

※
普
通
車
を
含
め
一
人
一
台
に
限
り

ま
す
。 

○
廃
車
、
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き

に
つ
い
て

　
廃
車
、
名
義
変
更
（
譲
渡
）、
買

替
え
（
車
台
変
更
）
や
住
所
変
更
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き

を
し
な
い
と
、
引
き
続
き
翌
年
も
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
に
は
、課
税
標
準
額
、

税
額
、
納
期
、
各
納
期
に
お
け
る
納

付
額
、
納
付
の
場
所
の
ほ
か
、
納
期

限
ま
で
に
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
の

取
り
扱
い
や
納

税
通
知
書
の
内

容
に
不
服
が
あ
る
場
合
の
救
済
方
法

な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

課
税
明
細
も
載
せ
て
い
ま
す
の
で
、

内
容
を
確
認
し
て
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

○
固
定
資
産
税
を
納
め
る
方
（
納
税

義
務
者
）

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、

毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在

に
お
い
て
、村
内
に
土
地・家
屋・償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
で
す
。

○
共
有
名
義
の
場
合

　
土
地
ま
た
は
家
屋
を
複
数
の
方
で

共
有
し
て
い
る
場
合
は
、
共
有
者
全

員
が
納
税
義
務
者
と
な
り
連
帯
納
税

義
務
を
負
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
課

税
台
帳
の
登
録
は「
○
○　
外　
名
」

と
な
り
、
納
税
通
知
書
な
ど
は
代
表

者
の
方
に
送
付
し
ま
す
。

　
次
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
は
、

税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

１
．
納
税
管
理
人
を
置
く
場
合

　
村
内
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い

て
、
村
外
転
出
な
ど
で
村
内
に
住
所

を
有
し
な
く
な
っ
た
方
は
、
税
務
課

に
「
納
税
管
理
人
指
定
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
納
税
管
理
人
に
納

税
通
知
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

２
．
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
　
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

は
、
相
続
人
が
納
税
義
務
を
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
、
名
義
変
更
は
法
務

局
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
税
務

課
に
「
相
続
人
代
表
者
指
定
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
相
続
人
代
表

者
に
納
税
通
知
書
な
ど
を
送
付
し
ま

す
。

　
尚
、
亡
く
な
っ
た
納
税
義
務
者
が

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
た
場
合

は
、
引
き
落
と
し
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
は
、
新
た
に
口
座
振
替
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
建
物
を
取
り
壊
し
た
り
、
新
・

増
築
ま
た
は
用
途
を
変
更
し
た

り
し
た
場
合

　
宅
地
に
課
税
さ
れ
る
固
定
資
産
税

は
、
建
物
の
有
無
・
種
類
（
用
途
）

な
ど
に
よ
り
税
額
が
変
わ
り
ま
す
。

建
物
を
新
・
増
築
ま
た
は
取
り
壊
し

た
場
合
な
ど
は
、
早
め
に
税
務
課
に

お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
曽
爾
村
役
場
税
務
課

　
　
☎
９
４-

２
１
０
３

と
き　
６
月
８
日（
日
）（
荒
天
延
期
、

予
備
日　
６
月
15
日
（
日
））

　
村
内
全
域
に
お
い
て
、
河
川
清
掃

を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
開
始
時
間
等
、
詳
し
く
は
大
字
役

員
さ
ん
に
お
聞
き
下
さ
い
。

　
な
お
、
荒
天
に
よ
る
延
期
の
連
絡

は
当
日
の
朝
、
６
時
30
分
頃
に
防
災

無
線
に
て
放
送
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
曽
爾
村
役
場　
住
民
生
活
課

　
（
☎
９
４–

２
１
０
２
）

河
川
清
掃
を
実
施
し

ま
す
！

軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

５
月
は
軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
第
１
期
分
の
納
期
で
す
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高
齢
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
と

は
、
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま

で
の
利
用
や
、
村
内
で
の
老
人
会
等

へ
の
参
加
や
病
院
、
買
い
物
な
ど
に

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
と
き
、
タ
ク

シ
ー
代
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で

す
。

【
対
象
者
】

○
村
内
に
住
所
が
あ
り
実
際
に
住
ま

れ
て
い
る
高
齢
者
等
の
方
で
、
村

税
等
の
滞
納
が
な
く
次
の
①
か

ら
⑦
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
で
す
。
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
自
動
車
の
運
転
が

で
き
る
方
は
、
対
象
か
ら
除
き
ま

す
。

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

②
世
帯
全
員
が
75
歳
以
上
の
方

③
80
歳
以
上
の
方

④
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
⑤
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
を

高
齢
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

所
持
し
て
い

る
方

⑥
療
育
手
帳
を

所
持
し
て
い

る
方

⑦
①
か
ら
⑥
に
該
当
す
る
者
が
利
用

で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
そ
の

者
を
介
助
す
る
者

【
助
成
の
内
容
等
】

○
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社
は
、

「
大
手
タ
ク
シ
ー
」
の
み
で
す
。

○
「
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
は
、
１
人

に
つ
き
月
３
枚
（
１
枚
あ
た
り
の

額
面
は
５
０
０
円
）               

○
利
用
券
は
、
申
請
月
の
翌
月
分
か

ら
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

　
（
例
１　
申
請
月
が
４
月
の
場
合
、

利
用
券
33
枚
）

　
（
例
２　
申
請
月
が
５
月
の
場
合
、

利
用
券
30
枚
）

　
（
例
３　
申
請
月
が
６
月
の
場
合
、

利
用
券
27
枚
）

○
利
用
券
の
有
効
期
限
は
、
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。 

【
利
用
券
の
使
用
方
法
】

○
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
使
用
方
法

は
、
大
手
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

て
運
賃
を
支
払
う
と
き
に
、
タ
ク

シ
ー
利
用
券
を
提
出
し
、
運
賃
か

ら
利
用
券
の
金
額
を
差
し
引
い

た
額
を
支
払
い
ま
す
。

【
利
用
券
の
使
用
方
法
】

○
利
用
券
の
使
用
は
、
乗
車
１
回
に

つ
き
５
枚
を
限
度
と
し
ま
す
。                                 

　
（
例
１　

タ
ク
シ
ー
運
賃
が

９
３
０
円
の
場
合
）

　
９
３
０
円-

５
０
０
円
（
利
用
券

１
枚
使
用
）
＝
４
３
０
円
を
支
払

い
ま
す
。

　
（
例
２　

タ
ク
シ
ー
運
賃
が
１
，

４
７
０
円
の
場
合
）

　
１
，
４
７
０
円-
１
，
０
０
０
円

（
利
用
券
２
枚
使
用
）
＝
４
７
０

円
を
支
払
い
ま
す
。

　
（
例
３　

タ
ク
シ
ー
運
賃
が
２
，

９
１
０
円
の
場
合
）

　
２
，
９
１
０
円-

２
，
５
０
０
円

（
利
用
券
５
枚
使
用
）
＝
４
１
０

円
を
支
払
い
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

○
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
印
鑑
（
認

印
）（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）
を
ご

持
参
の
う
え
、
役
場
住
民
生
活
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
※
代
理
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
代
理
の
方
の
印
鑑
も
必
要

で
す
。）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
曽
爾
村
役
場
住
民
生
活
課

　
（
☎
９
４-

２
１
０
２
）

　若い時は、運動をしていたので、あまり健康について気にかけてい
なかったのですが、最近、自分の体のことで気になっていることがあ

ります。昔に比べると体重が 10㎏以上増えていることです。健康指導を受けて毎日体重を測定す
ることと、ストレッチ、間食をしないことを続けています。
　食事面では摂取カロリーに気をつけ、発酵食品や乳製品を毎日摂ることを心がけています。
　自動車に乗っているために歩くことがほとんどないので、これから歩く機会をできるだけ増やし
たいと思っています。……………………………………………………………………副村長　德田　守

毎月ひとりずつ健康に関する体験談を紹介します。みんなでつなぐ
「健康リレー」

vol.14

　
曽
爾
村
連
合
青
年
団
で
は
、
夏
祭
り

の
出
店
や
美
化
清
掃
活
動
等
、
地
域
貢

献
の
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。
曽
爾
村

連
合
青
年
団
に
入
団
し
た
い
方
は
左
記

ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先　
曽
爾
村
連
合
青
年
団

　
　
　
　
団
長 

石
之
仁

　
　
　
　
☎
９
４-

２
６
３
６

曽
爾
村
連
合
青
年
団

団
員
募
集
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子育て世帯の負担を緩和します。

臨時福祉給付金
所得の低い方の負担を緩和します。

●支給対象者
・平成26年度分の住民税が課税されていない方が対象です。
　ただし、　・課税されている方に生活の面倒を見てもらっている場合
　　　　　　・生活保護の受給者である場合など　　　　　　　　　　　　は除きます。

消費税率の引上げに際し、所得の低い
方々への負担の影響に鑑み、暫定的・臨
時的な措置として実施します。

●支給額
・１人につき　10,000円
・下記の《加算対象者》は１人につき　5,000円　を加算

●支給額
・対象児童１人につき　10,000円

ご注意
●受け取ることができるのはどちらか１つの給付金です。
●原則として、申請期間外の申請や平成26年１月１日時点で曽爾村に住民票がない方の申請は
　受け付けられませんのでご注意ください。

申請方法
●申 請 先：住民生活課　平成26年１月１日時点で住民票が曽爾村にある方が対象です。
●申請期間：平成26年６月以降
●提出書類：対象者に申請書類を郵送します。

お問い合わせ先
●申請方法に関するお問い合わせ　曽爾村役場 住民生活課　94-2102
●制度に関するお問い合わせ　　　厚生労働省
　　　　　　　　　　　　　　　　２つの給付金に関する専用ダイヤル：0570（037）192

《加算対象者》
・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者　※１
・児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など　※２

※１　平成26年３月分の受給権があり、４月分または５月分の年金の支払いがある方が対象です。
※２　平成26年１月分の手当等を受給している方が対象です。

●対象児童
・支給対象者の平成26年１月分の児童手当・特例給付の対象となる児童
　ただし、　・「臨時福祉給付金」の対象となる児童
　　　　　　・生活保護の受給者となっている児童　など　　は除きます。

子育て世帯臨時特例給付金

●支給対象者
次のどちらの要件も満たす方が対象です。
　　①平成26年１月分の児童手当・特例給付※を受給
　　②平成25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満

消費税率の引上げに際し、子育て世帯へ
の影響を緩和するとともに、子育て世帯
の消費の下支えをはかる観点から、臨時
的な給付措置として実施します。

※特例給付とは、所得が高額な方について、児童１人当たり月額5,000円を支給しているものです。
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２
年
間　
地
域
の
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
14
期
保
健
推
進
員
さ
ん
の
み
な
さ
ん
で
す

鳥　井　保　子
東　口　直　子
酒　井　しのぶ

西　口　重　子
大　手　紀美代

井　上　千鶴子
米　田　典　子
久保西　成　子

大　向　珠　美
髙　山　雅　子

田　合　豊　子
廣　瀨　潤　子
見　山　喜美子

山　粕

　掛

長　野

小長尾

今　井

青　木　久美子
中　川　朋　子

相　輪　由　美
小　西　美知子

箸　中　啓　子
北　谷　ますみ

北　畠　敬　子
政　木　和　世
松　井　富美代
北　畠　佳　代
新　宅　多　寿

塩　井

　葛

太良路

伊賀見

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
の

施
行
日
で
あ
り
、
人
権
擁
護
委
員
制

度
の
周
知
徹
底
と
人
権
思
想
の
普

及
・
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
他
人
か
ら
人
権
を
侵
害
さ
れ
て

い
る
」
「
夫
婦
・
家
庭
内
で
不
和
や

争
い
が
起
こ
っ
て
い
る
」
「
近
所
と

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
」
な
ど
、
人

権
・
身
の
上
の
問
題
で
お
困
り
の
際

に
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

期
日　
６
月
２
日
（
月
）

時
間　
午
前
10
時
か
ら
正
午

場
所　
中
央
公
民
館
図
書
室

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

特
別
人
権
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
使
用
可
、
Ｉ

Ｐ
電
話
使
用
不
可

日
時　
６
月
23
日
（
月
）
か
ら
６
月

29
日
（
日
）
ま
で

　
６
月
23
日
（
月
）
か
ら
６
月
27
日

（
金
）
ま
で
…
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
７
時
ま
で
。
６
月
28
日

（
土
）・
29
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で

対
象　
県
内
在
住
の
児
童
・
生
徒
及

び
そ
の
保
護
者

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員

お
問
い
合
わ
せ
先　

奈
良
地
方
法

務
局
人
権
擁
護
課
（
０
７
４
２-

２
３-

５
４
５
７
）
ま
で

勤
務
地　
宇
陀
郡
曽
爾
村
大
字
今
井
６
５
３

　
曽
爾
村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

勤
務
内
容　
プ
ー
ル
監
視
・
清
掃
業
務
・
そ
の

他
時
給　
７
７
０
円
～
７
８
０
円

対
象
者　
高
校
生
以
上

定
員　
若
干
名

勤
務
期
間　
７
月
１
日
～
８
月
31
日
ま
で

定
休
日　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
そ
の
翌
日
）

勤
務
時
間　
９
時
～
17
時
ま
で

応
募
方
法　
６
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
履
歴
書

を
曽
爾
村
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
提
出
下

さ
い
（
郵
送
可
）

選
考
方
法　
面
接

そ
の
他　
６
月
中
旬
に
実
施
す
る
水
上
安
全
講

習
会
を
必
ず
受
講
す
る
こ
と
（
※
講
習
会
分

の
賃
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
）

お
問
い
合
せ
先　
曽
爾
村
教
育
委
員
会
事
務
局

内
　
☎
９
４–

２
１
０
４

曽
爾
村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

●
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　
昭
和
23
年
に
ま
ず
政
令
に
基
づ
い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
中
に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。
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曽
爾
村
で
は
災
害
に
強
い
安
全
・

安
心
な
村
づ
く
り
の
た
め
に
住
宅
の

耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、『
既
存

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
』『
既
存

木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
』
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
『
耐
震
診
断
』
に
つ
い
て
は
、
耐

震
化
を
促
進
す
る
た
め
の
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。村
で
は
無
料
で
実
施
し
、

耐
震
化
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
検
討
下

さ
い
。

【
事
業
概
要
】

１『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
』

概
要
：
村
か
ら
耐
震
診
断
員
を
派
遣

し
、
無
料
で
耐
震
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

（
対
象
住
宅
）
※
以
下
の
要
件
を
全

て
満
た
す
こ
と

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
、
居
住
し
て
い
る
木
造
住
宅

②
延
べ
床
面
積
概
ね
２
５
０
㎡
以
下

の
も
の

③
階
数
が
２
以
下
の
も
の
（
地
階
は

除
く
。）

２『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
』

概
要
：
所
有
者
が
耐
震
診
断
を
受
け

た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

を
実
施
し
た
場
合
、
工
事
費
の

23
％
（
上
限
50
万
円
ま
で
）
の
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
　
但
し
改
修
工
事
費
が
50
万
円
以

下
の
場
合
は
補
助
金
の
交
付
は

あ
り
ま
せ
ん
。

（
対
象
住
宅
）
耐
震
診
断
を
受
け
た

木
造
住
宅

【
募
集
時
期
】

　
平
成
26
年
６
月
１
日
～
７
月
31
日

ま
で
受
付
を
致
し
ま
す
。
ま
た
、
予

算
の
範
囲
で
執
行
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
予
定
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
、

抽
選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
各
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前

に
必
要
な
手
続
き
等
が
あ
り
ま

す
の
で
、
実
施
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
下
記
窓
口
ま
で
ご
相
談
下

さ
い
。

日
時　

６
月
15
日
（
日
）
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
30
分

場
所　

曽
爾
村
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
（
曽
爾
村
大
字
塩
井

１
０
０
８
）

参
加
対
象
者　

圏
域
内
（
桜
井
・

宇
陀
・
曽
爾
・
御
杖
）
に
住
所

を
有
す
る
４
、
５
歳
か
ら
中
学

生
（
サ
ッ
カ
ー
未
経
験
者
や

男
・
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　

封
書
に
よ
り
（
結
果

連
絡
用
「
官
製
は
が
き
」
同

封
）
の
う
え
、
桜
井
宇
陀
広
域

連
合
サ
ッ
カ
ー
教
室
係
ま
で
。

保
育
園
及
び
小
中
学
校
に
申
し

込
み
書
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
参
加
申
し
込

み
書
及
び
参
加
承
諾
書
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▽
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

sakura i-uda.or.jp/

締
め
切
り　
６
月
６
日
（
金
）

　
（
先
着
順
60
名
）

※
詳
し
く
は
、
〒
６
３
３-

０
０
２
１

　
桜
井
市
大
字
倉
橋
２
１
１
６–

２

　
桜
井
宇
陀
広
域
連
合

　
サ
ッ
カ
ー
教
室
係
へ

　

☎
０
７
４
４-

４
４-

１
４
４
４

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
助
成
事
業

桜
井
宇
陀
サ
ッ
カ
ー
教
室 お

問
い
合
わ
せ
先　
曽
爾
村
役
場
総

務
課　
☎
９
４-

２
１
０
１

平
成
26
年
度『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
』及
び

『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
』を
実
施
し
ま
す
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2013年度『地区別懇談会（小場懇）』のまとめ
曽爾村人権教育推進協議会

１．テーマ　〜育てよう　一人ひとりの　人権意識〜
　　　　 　　−身近なことから人権を考えてみませんか−
２．ねらい　日常生活の様々な人権に関する問題について考え、話し合い、それをくらしの中に生　
　　　　　かす行動によって、住みよい村づくりをめざす。
３．開催時期と話し合われた主な内容  （地区別懇談会実施報告書より）

6月  奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒634-8502　橿原市内膳町5-5-8
　　　　　　　　　　 奈良県医師会各主催部会　☎0744（22）8502

お気軽にお問い合せください

目の健康相談
整形外科に関する
健康相談

精神科に関する
健康相談

6月10日（火） 午後２時～３時

6月17日（火） 午後２時～３時

6月19日（木）
午前10時30分～11時30分

相談日の種類
奈良県眼科医会

奈良県医師会整形外科部会

奈良県医師会精神神経科部会

主催する部会日　　　時
予約不要
予約必要
※受付締切
　6月16日㈪

予約必要

内科疾患に関する
健康相談

6月25日（水） 午後2時～3時 奈良県医師会内科部会予約必要

皮膚科に関する
健康相談

6月26日（木）
午後2時30分～3時30分 奈良県医師会皮膚科部会予約必要

予約の必要

大字

山　粕

開催方法

小場別６会場

掛 小場別５会場

長　野 小場別９会場

小長尾 小場別６会場

今　井 小場別７会場

塩　井 小場別５会場

葛 小場別４会場
太良路 大字懇１会場

伊賀見 小場別６会場

開催時期
11月1日～
　　1月11日

12月 2日～
　12月21日

12月7日・15日
11月16日～12月15日

1月12日に
　　一斉開催

1月12日～
　　2月12日

2月22日～
　　2月23日

9月28日～
　　2月26日

1月12日

参加者

６２名

４０名

６６名

４０名

４６名

３１名

４１名
３７名

９８名

４６１名

話し合われた主な内容
○里山形成や地域の行事について
○高齢者問題と支援について
○自主防災について
○地域の風習・慣習について
○地域における高齢者問題について
○地域や家の中での差別について
○放置された里山や土地の維持について
○小場（組）の統合について
○心豊かに生きていける集落づくりについて
○高齢者問題について
○神社の造営について
○魅力ある里山づくりについて
○美しい村づくりについて
○里山づくりと集落支援事業について
○集落内における当面の課題等について
○健康管理について
○高齢者問題について
○地域防災について
○地域の行事、風習と人権の守り方について
○地域防災について　－課題解決に向けて－
○すべての人が心豊かに生きていける村づく
　り､地域　づくりについて
○曽爾村の過疎化･少子化について
○地域防災について
○安心、安全な地域社会づくり
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防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る

た
め
の
講
習
が
下
記
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

講
習
種
別　
甲
種
防
火
管
理
新
規
講

習
日
時　
７
月
24
日
（
木
）
及
び
25
日

（
金
）

場
所　
宇
陀
市
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー

　
３
階
大
ホ
ー
ル

定
員　
１
２
０
名

受
講
料　
６
，
１
７
０
円　

受
付
期
間　
６
月
30
日
（
月
）
か
ら

７
月
２
日
（
水
）
ま
で

　

今
年
か
ら
一
般
社
団
法
人
奈
良

県
防
災
安
全
協
会
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
同
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

防
火
管
理
講
習
の
ご

案
内

　

お
申
込
み
時
に
必
要
な
書
類
等

は
、
宇
陀
消
防
署
に
お
い
て
も
準
備

し
て
お
り
ま
す
。（
受
講
申
込
み
は

消
防
署
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
直
接
奈

良
県
防
災
安
全
協
会
に
申
込
み
し
て

下
さ
い
。）

お
問
い
合
わ
せ
先

　
一
般
社
団
法
人　
奈
良
県
防
災
安

全
協
会

　
〒
６
３
０-

８
３
０
１

　
奈
良
市
高
畑
町
１
１
１
６-

６

　
な
ら
土
連
会
館
２
階

　
☎
０
７
４
２-

２
２-
２
１
１
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２-
２
６-

６
８
８
７

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
16.ocn.

ne.jp/~hosyu29/

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合　
宇
陀
消

防
署
予
防
課

● 

お
詫
び
と
訂
正　
「
広
報
曽
爾
４
月
号
」
４
ペ
ー
ジ
記
載
の
歳
入
予
算

グ
ラ
フ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
国
庫
支
出
金　
９
，
１
９
０
７
万
円

（
正
）
国
庫
支
出
金　
９
，
１
９
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

作り方

材料４人前

①海老は殻と背わたを取る。青ねぎは１㎝長さに切り、スライスチーズは半分に切る。
②薄力粉、水を混ぜ、のりを作る。
③春巻きの皮に大葉、チーズ、海老、青ねぎの順に重ね塩、こしょうをし、きっちり巻き、
　②をのりにして皮を閉じる。
④油でカラリと揚げる。

カンタン春巻き

曽爾村食生活改善推進員協議会

海老 ……………１６尾
青ねぎ …………１６０ｇ
スライスチーズ…４枚（７２ｇ）
春巻きの皮  ……８枚
大葉 ……………８枚
塩………………小さじ1/4
こしょう …………少々

薄力粉  …………大さじ１
水  ………………小さじ３
サラダ油  ………適量

　私たち食生活改善推進員は、「食育」を通して健康
づくりのための普及啓発活動を行っています。

　子どもの健全な成長は、もちろん、生活習慣病予防や高齢者の低栄養予防など、健康にかかわる
課題の改善に取り組んでいます。
　なかでも毎日の食卓に牛乳や乳製品を取り入れることで「カルシウム不足」の改善を目指し、規
則正しくバランスのよい食習慣を身につけていただくことが大切だと考えています。
　曽爾村でもカルシウム不足の改善を目指し、牛乳・乳製品を使った料理を紹介します!!

 私たち食生活改善推進員は「私達の健康は私達の手で！」をスローガンに食生活を通した健康づ
くりをすすめています。

食 生 活 改 善 レ シ ピ

１人前　329kcal
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●発行　曽爾村役場
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　　☎　0745-94-2101
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●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30〜）

出生おめでとうございます

謹んでお悔やみ申し上げます

ご結婚おめでとうございます

4月23日　　　葛　　　　藤田　燈
ゆ ず は

華ちゃん
　　　　　　　　　　　　（父　晋二さん）
　　　　　　　　　　　　（母　尚美さん）

4月  3日　山粕　　神出美佐子さん（90歳）
4月18日　掛　　　今西タマノさん（94歳）

4月  8日　　柏原市　　　至田　洋一さん
　　　　　　今井　　　　葊瀨まどかさん

一歳のお誕生日おめでとう！
永剛の笑顔にみんな癒されるよ。
今は泣き虫だけど、これからつよく、たくましく
育っていってください。………………家族より

大字長野

寺脇永剛くん
平成25年5月4日生

こんなに大きくなりました
広報誌デビュー

カラオケ　第1・第3㊍
大正琴　第1・第3㊍
民　謡　第1・第3㊎
手　芸　月1回　金
陶　芸　第4　　 ㊌
民　踊　第2・第4㊍

人口1,674人
（−9）

男　773人
（−3）
女　901人
（−6）

世帯数689世帯
（±0）

みんなの広場

事　業　名 実施日 時間 対象者 場所・内容等

保育園
歯の健康教室

保健推進員
第2回定例会

宇陀郡一日
こども相談

乳幼児健康
相談

6月5日㈭ 9:00～
11:30

10:30～
16:00

10:00～
12:00

○場所：曽爾保育園
○内容：歯科検診、歯磨き指導など
○スタッフ：歯科医師、歯科衛生士、
　保健師

保育園児と
保護者

保健推進員

未就学児と
保護者

特定健診
・40～74歳の曽爾
　村国民健康保険加
　入の方
・後期高齢者医療保
　険加入の方
がん検診
胃がん：35歳以上
肺がん：40歳以上
大腸がん：35歳以上
前立腺がん：40歳以上
　の男性
肝炎ウイルス：40歳
　以上（今までに受け
　たことがない方）　
歯周疾患検診：40歳
　以上

○場所：曽爾村役場
○内容：自殺予防対策学習会、特定
　健診、がん検診の役割分担
○場所：御杖村老人福祉センター
○内容：奈良県中央こども家庭相談
　センター職員による療育手帳判定
　に関する相談
＊申込みが必要です。
○場所：子育て支援センター
○内容：育児相談、発達相談など
○スタッフ：保育士、保健師

18歳未満の子ど
も、保護者

○場所：老人福祉センター
○内容
特定健診（問診、身体計測、血圧測定、
　尿検査、血液検査、診察、心電図）
胃がん（バリウムによるＸ線撮影）
肺がん（Ｘ線撮影）
大腸がん（便潜血検査）
前立腺がん（血液検査）
肝炎ウイルス（血液検査）
歯周疾患検診（診察・指導）
＊申込みされた方には問診票を送付
　します。

19:30～

8:00～
10:30
（受付時間）

6月28日㈯
6月30日㈪
7月1日㈫
7月2日㈬

6月10日㈫

6月19日㈭

6月20日㈮

特定健診
がん検診

ほけん事業予定表（6月）

てら    わき　とう　  ご

善　　意　　銀　　行
神出光さんより
　亡母　美佐子さんの生前のご厚情に対し
　金一封
笹岡佐和子さんより
　亡父　田中久男さんの生前のご厚情に対し
　金一封
今西清秀さんより
　亡母　タマノさんの生前のご厚情に対し
　金一封
尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございます。 　　　　曽爾村社会福祉協議会

ご寄付  ３月末で国民健康保険診療所を退任さ
れました西和田敏先生から、診療所設
備充実のためにご寄付をいただきまし
た。誠にありがとうございました。


